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Ⅰ 趣旨
しゅし

地域経済をはじめ、学 術・文化等の各 領 域で活 躍する優 秀な人 材（留 学 生、研 究 者等）
ちいきけいざい がくじゅつ ぶんかとう かくりょういき かつやく ゆうしゅう じんざい りゅうがくせい けんきゅうしゃとう

を海 外から積 極 的に招 致し、地域発展の原 動 力とするため、地域としての受 入 環 境の整備や
かいがい せっきょくてき しょうち ちいきはってん げんどうりょく ちいき うけいれかんきょう せいび

人 材活 用を円 滑に進めるシステムについて検 討を 行 い 「世界に開かれた京都府」の実 現を目指しま、
じんざいかつよう えんかつ すす けんとう おこな せかい ひら きょうとふ じつげん め ざ

す。

京都の人的資源として海外人材を活かしていく、国際化戦略が重 要京都の人的資源として海外人材を活かしていく、国際化戦略が重 要京都の人的資源として海外人材を活かしていく、国際化戦略が重 要京都の人的資源として海外人材を活かしていく、国際化戦略が重 要
きょうと じんてきしげん かいがいじんざい い こくさいかせんりゃく じゅうよう

京都府の国際化戦略： 友好 親善」 「内なる国際化」 「海 外人 材活 用」「 ⇒ ⇒
きょうとふ こくさいかせんりゃく ゆうこうしんぜん うち こくさいか かいがいじんざいかつよう

文化優 先 社 会」と言われる グローバル化、ボーダレス化に対 応
ぶんかゆうせんしゃかい い か か たいおう

（文 化・芸 術・学 術の交 流や産 学 公 連 携の実 績）今世紀に京 都が更なる発 展
こんせいき きょうと さら はってん ぶんか げいじゅつ がくじゅつ こうりゅう さんがくこうれんけい じっせき

京 都京 都京 都京 都
きょうと

文化・芸 術・学 術の集 積 地
ぶんか げいじゅつ がくじゅつ しゅうせきち

歴史的建造物・文化財や先 端 技 術
れきしてきけんぞうぶつ ぶんかざい せんたんぎじゅつ

豊富な観光資源
ほうふ かんこうしげん

海 外人 材を地域創 造の原 動 力京 都の世界への発 信
きょうと せかい はっしん かいがいじんざい ちいきそうぞう げんどうりょく

として活 用
かつよう

２１世紀の国際社会におけるこれからの京都府の 姿２１世紀の国際社会におけるこれからの京都府の 姿２１世紀の国際社会におけるこれからの京都府の 姿２１世紀の国際社会におけるこれからの京都府の 姿
せいき こくさいしゃかい きょうとふ すがた

Ⅱ 現 状と課題
げんじょう かだい

京都の海外人材 を取り巻く現 状「 」
きょうと かいがいじんざい と ま げんじょう

京 都は伝 統・文化 大 学 先 端 産 業の集 積 地でありながら その実 力 潜 在 力 を十 分活○ 、 、 、 、
きょうと でんとう ぶんか だいがく せんたんさんぎょう しゅうせきち じつりょく せんざいりょく じゅうぶん い

かしていない。

、 。○留 学 生や外 国 人 教 員の受 入が十 分進んでおらず 大 学の国 際 競 争 力が低下している
りゅうがくせい がいこくじんきょういん うけいれ じゅうぶんすす だいがく こくさいきょうそうりょく ていか

○定 住を指向する海 外人 材と企 業等とのミスマッチ（不適合）が 生 じている。
ていじゅう しこう かいがいじんざい きぎょうとう ふてきごう しょう

○住 居、日本語学習、医 療、子どもの教 育等の問 題が海 外人 材の受 入を制 約する要 因とな
じゅうきょ にほんごがくしゅう いりょう こ きょういくとう もんだい かいがいじんざい うけいれ せいやく よういん

っている。
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「京都の海外人材活用」に係る課題「京都の海外人材活用」に係る課題「京都の海外人材活用」に係る課題「京都の海外人材活用」に係る課題
きょうと かいがいじんざいかつよう かか かだい

◆「世界の中の京都」としての役割
せかい なか きょうと やくわり

、 、「 」 、京 都が国 際 的な知 的交流 経 済 交 流の拠 点となり 世界の中の京 都 であり続けるために
きょうと こくさいてき ちてきこうりゅう けいざいこうりゅう きょてん せかい なか きょうと つづ

、経 済や文化 活 動を中 心とした京 都 情 報の一 元 的な海 外発 信や世界的に著 名な研 究 者
けいざい ぶんか かつどう ちゅうしん きょうとじょうほう いちげんてき かいがいはっしん せかいてき ちょめい けんきゅうしゃ

学 者、芸 術 家等の招 致が必 要。
がくしゃ げいじゅつかとう しょうち ひつよう

◆大学の国 際 競 争 力の充 実
だいがく こくさいきょうそうりょく じゅうじつ

留 学 生の 質 と 量 の向 上に向けて 各 種の教 育 研 究プログラムの推 進や外 国 人 教 員「 」「 」 、
りゅうがくせい しつ りょう こうじょう む かくしゅ きょういくけんきゅう すいしん がいこくじんきょういん

の受 入を進め、国 際 競 争 力を高めるとともに、地域に開かれた大 学としての取 組が重 要。
うけいれ すす こくさいきょうそうりょく たか ちいき ひら だいがく とりくみ じゅうよう

◆海外人材の定 着を促進する社会の形成
かいがいじんざい ていちゃく そくしん しゃかい けいせい

海 外人 材が、地域に定 着してもらえるよう、きめ細かな生 活 滞 在 環 境の改 善やホスピタリ
かいがいじんざい ちいき ていちゃく こま せいかつたいざいかんきょう かいぜん

ティー 温 かい受 入 の向 上 文化的多様性に配 慮した多文化共 生の交 流 型 社 会の形 成（ ） 、
あたた うけいれ こうじょう ぶんかてきたようせい はいりょ た ぶんかきょうせい こうりゅうがたしゃかい けいせい

が重 要。
じゅうよう

◆企業等と海外人材を橋渡しするシステムの確立
きぎょうとう かいがいじんざい はしわた かくりつ

京 都で活 動する多くの海 外人 材の情 報を一元化し、企 業等と効 率 的・効果的に橋 渡しする
きょうと かつどう おお かいがいじんざい じょうほう いちげんか きぎょうとう こうりつてき こうかてき はしわた

システムの確 立が重 要。
かくりつ じゅうよう

◆海外人材に対する正しい認識と理解の促進
かいがいじんざい たい ただ にんしき りかい そくしん

海 外人 材の受 入に 伴 う社 会への影 響や受 入の効果について、人 権 尊 重に基づいた正しい
かいがいじんざい うけいれ ともな しゃかい えいきょう うけいれ こうか じんけんそんちょう もと ただ

認 識と十 分な府民理解が必 要。
にんしき じゅうぶん ふみんりかい ひつよう

Ⅲ 施策の基本方向と重 点 事 業
せさく きほんほうこう じゅうてんじぎょう

展開１ 海外人材の招致推進展開１ 海外人材の招致推進展開１ 海外人材の招致推進展開１ 海外人材の招致推進
てんかい かいがいじんざい しょうちすいしん

世界から様 々な学 者、文化人、芸 術 家が集う京 都世界から様 々な学 者、文化人、芸 術 家が集う京 都世界から様 々な学 者、文化人、芸 術 家が集う京 都世界から様 々な学 者、文化人、芸 術 家が集う京 都◎◎◎◎
せかい さまざま がくしゃ ぶんかじん げいじゅつか つど きょうと

海 外の機関、外 国 公 館、外資等の京都誘致を推 進・
かいがい きかん がいこくこうかん がいしとう きょうとゆうち すいしん

日本 研 究、京 都 研 究の拠 点－京 都の海 外における情 報 発 信 拠 点の整備を検 討・
にほんけんきゅう きょうとけんきゅう きょてん きょうと かいがい じょうほうはっしんきょてん せいび けんとう

アジアからの修 学・研 修 旅 行の誘致や国 際ボランティア活 動の受 入を推 進・
しゅうがく けんしゅうりょこう ゆうち こくさい かつどう うけいれ すいしん

◎京 都 情 報の海 外への効果的な発 信◎京 都 情 報の海 外への効果的な発 信◎京 都 情 報の海 外への効果的な発 信◎京 都 情 報の海 外への効果的な発 信
きょうとじょうほう かいがい こうかてき はっしん

・外 国 人の視点に立った、ホームページの多言語化と内 容の充 実
がいこくじん してん た たげ んご か ないよう じゅうじつ

・日本国内の海 外マスコミや国 際学 会、海 外機関等に京 都 情 報を積 極 的に発 信
にほんこくない かいがい こくさいがっかい かいがいきかんとう きょうとじょうほう せっきょくてき はっしん

・京都府名誉友好大使等帰国留 学 生を活 用した京 都 情 報の発 信
きょうとふめいよゆうこうたいしとうきこくりゅうがくせい かつよう きょうとじょうほう はっしん

◎円 滑な海 外人 材の招 致に向けた「海 外人 材特区」の創 設◎円 滑な海 外人 材の招 致に向けた「海 外人 材特区」の創 設◎円 滑な海 外人 材の招 致に向けた「海 外人 材特区」の創 設◎円 滑な海 外人 材の招 致に向けた「海 外人 材特区」の創 設
えんかつ かいがいじんざい しょうち む かいがいじんざいとっく そうせつ

・ 京 都海 外人 材特区」の創 設を推 進し、高度な海 外人 材の を促 進「 受 入
きょうとかいがいじんざいとっく そうせつ すいしん こうど かいがいじんざい うけいれ そくしん

・短期に京 都を訪 問する海外 人材の講演 活動等を可能とする要件緩和を要 請
たんき きょうと ほうもん かいがいじんざい こうえんかつどうとう かのう ようけんかんわ ようせい
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展開２ 海外人材の受入体制の整備展開２ 海外人材の受入体制の整備展開２ 海外人材の受入体制の整備展開２ 海外人材の受入体制の整備
てんかい かいがいじんざい うけいれたいせい せいび

海外人材が「暮らしやすい、学びやすい、 働 きやすい」環 境整備海外人材が「暮らしやすい、学びやすい、 働 きやすい」環 境整備海外人材が「暮らしやすい、学びやすい、 働 きやすい」環 境整備海外人材が「暮らしやすい、学びやすい、 働 きやすい」環 境整備◎◎◎◎
かいがいじんざい く まな はたら かんきょうせいび

・多民族・多文化に配 慮した社会制度の改 善を推 進
たみんぞく たぶんか はいりょ しゃかいせいど かいぜん すいしん

・府営 住 宅等公的施設など、海 外人 材や短期滞在者向けの宿舎確保を推 進
ふえいじゅうたくとうこうてきしせつ かいがいじんざい たんきたいざいしゃ む しゅくしゃかくほ すいしん

・子どもの日本語学習支援や母語・母国文化教 育の充 実など教 育システムを整備
こ にほんごがくしゅうしえん ぼ ご ぼこくぶんかきょういく じゅうじつ きょういく せいび

（教 員 免 許を有する海 外人材や英語指導助手の活動範囲の拡 大を検 討）
きょういんめんきょ ゆう かいがいじんざい えいごしどうじょしゅ かつどうはんい かくだい けんとう

国 際 競 争 力を持った魅 力ある教 育プログラムやまちづくりの推 進国 際 競 争 力を持った魅 力ある教 育プログラムやまちづくりの推 進国 際 競 争 力を持った魅 力ある教 育プログラムやまちづくりの推 進国 際 競 争 力を持った魅 力ある教 育プログラムやまちづくりの推 進◎◎◎◎
こくさいきょうそうりょく も みりょく きょういく すいしん

・英語による学位・単位取得や「京 都 学・日本学」講座の開 設を推 進
えいご がくい たんいしゅとく きょうとがく にほんがく こうざ かいせつ すいしん

・学習指導員・生活支援員制度、学 術カウンセリング制度等の確 立を支援
がくしゅうしどういん せいかつしえんいんせいど がくじゅつ せいどとう かくりつ しえん

留 学 生に対する優待制度の推 進留 学 生に対する優待制度の推 進留 学 生に対する優待制度の推 進留 学 生に対する優待制度の推 進◎◎◎◎
りゅうがくせい たい ゆうたいせいど すいしん

・経 済 界等民 間の協 力による地域が支える京都独自の奨学金制度を検 討
けいざいかいとうみんかん きょうりょく ちいき ささ きょうとどくじ しょうがくきんせいど けんとう

・伝 統文化や産 業 体 験などの「京都 体感プログラム」や「留 学 生パスポート」を創 設
でんとうぶんか さんぎょうたいけん きょうとたいかん りゅうがくせい そうせつ

展開３ 海外人材の活用推進展開３ 海外人材の活用推進展開３ 海外人材の活用推進展開３ 海外人材の活用推進
てんかい かいがいじんざい かつようすいしん

◎海外 人材の就 業・活 用に繋がるインターンシップ等の導 入◎海外 人材の就 業・活 用に繋がるインターンシップ等の導 入◎海外 人材の就 業・活 用に繋がるインターンシップ等の導 入◎海外 人材の就 業・活 用に繋がるインターンシップ等の導 入
かいがいじんざい しゅうぎょう かつよう つな とう どうにゅう

・優 秀な海外 人材確保に係る企業 努力を支援
ゆうしゅう かいがいじんざいかくほ かか きぎょうどりょく しえん

・即 戦 力 型のインターンシップ制度を関係機関の連 携により創 設
そくせんりょくがた せいど かんけいきかん れんけい そうせつ

（有 償によるインターンシップや大 学卒 業 後の就 職 活 動期 間延長を検 討）
ゆうしょう だいがくそつぎょうご しゅうしょくかつどうきかんえんちょう けんとう

◎海外 人材と京都 企業等を繋ぐマッチングシステムの構 築◎海外 人材と京都 企業等を繋ぐマッチングシステムの構 築◎海外 人材と京都 企業等を繋ぐマッチングシステムの構 築◎海外 人材と京都 企業等を繋ぐマッチングシステムの構 築
かいがいじんざい きょうときぎょうとう つな こうちく

・民 間の手 法を活 用した「海 外人 材バンク」や「海 外人 材ジョブカフェ」の設置を推 進
みんかん しゅほう かつよう かいがいじんざい かいがいじんざい せっち すいしん

・海外 人 材活 用による企 業のグローバル化、活性化の成 功 例の紹 介
かいがいじんざいかつよう きぎょう か かっせいか せいこうれい しょうかい

◎多目的な海 外人 材の活 用◎多目的な海 外人 材の活 用◎多目的な海 外人 材の活 用◎多目的な海 外人 材の活 用
たもくてき かいがいじんざい かつよう

・海外 人 材が多様な能 力を発揮できる日 常 的な活 動の場づくりを推 進
かいがいじんざい たよう のうりょく はっき にちじょうてき かつどう ば すいしん

・留 学 生等が地域づくり・産業活性化に参 画するワークショップ等の開 催
りゅうがくせいとう ちいき さんぎょうかっせいか さんかく とう かいさい

展開４ 地域が一体となった推進展開４ 地域が一体となった推進展開４ 地域が一体となった推進展開４ 地域が一体となった推進
てんかい ちいき いったい すいしん

◎海外 人材を通じた多文化共生の形 成◎海外 人材を通じた多文化共生の形 成◎海外 人材を通じた多文化共生の形 成◎海外 人材を通じた多文化共生の形 成
かいがいじんざい つう たぶんかきょうせい けいせい

・海外 人 材に対する正しい理解と多文化共生社会への府民合意づくりを推 進
かいがいじんざい たい ただ りかい たぶんかきょうせいしゃかい ふみんごうい すいしん

・文化の多様性に配 慮した交 流 型 社 会の形 成を推 進
ぶんか たようせい はいりょ こうりゅうがたしゃかい けいせい すいしん

◎府民参画の施策評価システムによる府民満足度の向 上◎府民参画の施策評価システムによる府民満足度の向 上◎府民参画の施策評価システムによる府民満足度の向 上◎府民参画の施策評価システムによる府民満足度の向 上
ふみんさんかく せさくひょうか ふみんまんぞくど こうじょう

・府民満足度を常に意識し、課題や問 題 点の共 有により新たな対 策検 討（PDCAサイクル）
ふみんまんぞくど つね いしき かだい もんだいてん きょうゆう あら たいさくけんとう

◎海外 人材活 用に係る円 滑な推 進体 制の整備◎海外 人材活 用に係る円 滑な推 進体 制の整備◎海外 人材活 用に係る円 滑な推 進体 制の整備◎海外 人材活 用に係る円 滑な推 進体 制の整備
かいがいじんざいかつよう かか えんかつ すいしんたいせい せいび

・行 政、企 業、大 学、経 済団 体等の緊 密な連 携のもとで取 組を推 進
ぎょうせい きぎょう だいがく けいざいだんたいとう きんみつ れんけい とりくみ すいしん
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Ⅳ K Y Oの海 外 人 材 活 用プラン推 進 体 制のイメージ
きょう かいがいじんざいかつよう すいしんたいせい

＜海 外 人 材をめぐる課題＞＜海 外 人 材をめぐる課題＞＜海 外 人 材をめぐる課題＞＜海 外 人 材をめぐる課題＞
かいがいじんざい かだい

「世界の中の京 都」としての役 割
せかい なか きょうと やくわり

大 学の国 際 競 争 力の充 実
だいがく こくさいきょうそうりょく じゅうじつ

海 外 人 材の定 着を促 進する社 会の形 成
かいがいじんざい ていちゃく そくしん しゃかい けいせい

企 業等と海 外 人 材を橋 渡しするシステムの確 立
きぎょうとう かいがいじんざい はしわた かくりつ

海 外 人 材に対する正しい認 識と理解の促 進
かいがいじんざい たい ただ にんしき りかい そくしん

各 主 体の方 向 性の明確化と役 割 分 担による
かくしゅたい ほうこうせい めいかくか やくわりぶんたん

課題解決への取 組 推 進
かだいかいけつ とりくみすいしん

＜ 新 しい国 際 化 戦 略＞ ＜国 際 競 争 力向 上＞
あたら こくさいかせんりゃく こくさいきょうそうりょくこうじょう

連 携
れんけい

行 政 大 学行 政 大 学行 政 大 学行 政 大 学
ぎょうせい だいがく

大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ京都大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ京都大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ京都大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ京都
だいがく きょうと

協 力 支援 協 力 支援
きょうりょく しえん きょうりょく しえん

海 外 人 材の活 用 推 進海 外 人 材の活 用 推 進海 外 人 材の活 用 推 進海 外 人 材の活 用 推 進
かいがいじんざい かつようすいしん

登録 登録◆海 外の大 学と連 携した情 報
とうろく かいがい だいがく れんけい じょうほう とうろく

留 学 生 企 業留 学 生 企 業留 学 生 企 業留 学 生 企 業
りゅうがくせい きぎょう

活用 活用発 信
かつよう はっしん かつよう

研 究 者 研 究 機 関研 究 者 研 究 機 関研 究 者 研 究 機 関研 究 者 研 究 機 関
けんきゅうしゃ けんきゅうきかん

◆京 都 情 報の一 元 的 発 信
きょうとじょうほう いちげんてきはっしん

文化人等 地 域 等文化人等 地 域 等文化人等 地 域 等文化人等 地 域 等情 報 情 報

ぶんかじんとう
じょうほう じょうほう

ち いき と う

海 外 人 材 特 区」の創 設◆「京 都
きょうとかいがいじんざいとっく そうせつ

<海外人材受入><海外人材受入><海外人材受入><海外人材受入><海 外 人 材><海 外 人 材><海 外 人 材><海 外 人 材> 発信 発信
かいがいじんざい はっしん はっしん かいがいじんざいうけいれ

◆府 営 住 宅など公 的 施 設を積 極
ふえいじゅうたく こうてきしせつ せっきょく

的 に利 用した住 宅確保支援
てき りよう じゅうたくかくほしえん

◆在 住 外 国 人の子どもの教 育
ざいじゅうがいこくじん こ きょういく

連 携 連 携
れん けい れん けい

環 境の整 備
かんきょう せいび

◆海 外 人 材ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの推 進
かいがいじんざい すいしん

◆民 間 企 業の人 材 活 用システムを
みんかんきぎょう じんざいかつよう

活 用した海 外 人 材バンクの創 設
かつよう かいがいじんざい そうせつ

◆ ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪの整 備海 外 人 材
かいがいじんざい せいび

等
など

協 力 支援 協 力 支援
きょうりょく しえん きょうりょく しえん

府民、ＮＰＯ 経 済 団 体府民、ＮＰＯ 経 済 団 体府民、ＮＰＯ 経 済 団 体府民、ＮＰＯ 経 済 団 体連 携
ふみん れんけい けいざいだんたい

文化団体 等文化団体 等文化団体 等文化団体 等
ぶんかだんたい とう

国 際 交 流 団 体国 際 交 流 団 体国 際 交 流 団 体国 際 交 流 団 体
こくさいこうりゅうだんたい

＜多 文 化 共 生 推 進＞ ＜効 率 的 人 材 確 保 活 用＞
たぶんかきょうせいすいしん こうりつてきじんざいかくほかつよう
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Ⅴ 策定委員
さくていいいん

（参与）
さんよ

須藤眞志 京 都 産 業 大 学教 授
すどうしんじ きょうとさんぎょうだいがくきょうじゅ

中 村順 一 （財）国 立 京 都 国 際 会 館館 長
なかむらじゅんいち ざい こくりつきょうとこくさいかいかんかんちょう

（委員）
いいん

有田典代 （特 活）関 西 国 際 交 流 団 体協 議 会事 務 局 長
ありたみちよ とっかつ かんさいこくさいこうりゅうだんたいきょうぎかいじむきょくちょう

権 修珍 京都府名誉友好大使 園田女子大学講師）（
ごん すちん きょうとふめいよゆうこうたいし そのだじょしだいがくこうし

相根 誠 京 都 地 域 留 学 生交 流 推 進 協 議 会委員
さがね まこと きょうとちいきりゅうがくせいこうりゅうすいしんきょうぎかいいいん

清水郁子 （財）大 学コンソーシアム京 都主 幹
しみずいくこ ざい だいがく きょうとしゅかん

座 長 代 理周 瑋生 立 命 館 大 学政策科学部教 授
しゅう いせい りつめいかんだいがくせいさくかがくぶきょうじゅ ざちょうだいり

新 延 清 （株）国際電気通信基礎技術研究所担 当 課 長
にいのべ きよし かぶ こくさいでんきつうしんきそぎじゅつけんきゅうしょたんとうかちょう

藤 原敏 之 （財）京都府国際センター常務理事
ふじわらとしゆき ざい

細尾真生 （社）京 都 経 済 同 友 会国 際 問 題 研 究 委 員 会
ほそおまさお しゃ きょうとけいざいどうゆうかいこくさいもんだいけんきゅういいんかい

委 員 長
いいんちょう

宗田好 史 京都府立大学人 間 環 境 学 部助 教 授 座長
むねたよしふみ きょうとふりつだいがくにんげんかんきょうがくぶじょきょうじゅ ざちょう

森 純 一 京 都 大 学留 学 生センター教 授
もり じゅんいち きょうとだいがくりゅうがくせい きょうじゅ

京都府国際課（ホームページアドレス： ）www.pref.kyoto.jp/kokusai/kokusai-ka/plan/index.htm
きょうとふこくさいか

ＴＥＬ：０７５－４１４－４３１１

ＦＡＸ：０７５－４１４－４３１４

Ｅ－ｍａｉｌ：kokusai@mail.pref.kyoto.jp


